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新穂村の文化財
　　　平成6年3月
新穂村教育委員会

改訂にあたって
　日ごろ何気なく見上げる木々も、あるいは足もとの土
くれ一塊も、私たちの遠い祖先が見上げ、また汗をにじ
ませ、現在の新穂村文化の基盤を築いて来たのであろう
かと考えると、すべてのものに対して、日々のたつきの
中で無関心ではおられなくなります。村をかたちつくる
山川草木・森羅万象すべてが、遠い祖先から深いかかわ
りを持っているのだと、最近とみにその思いが強く働き
ます。
　わけても、ここに載せたものは新穂村における国・県
また新穂村指定の文化財21件の概要であります。日々
しょっ中目に触れていて、そのために逆に無関心になっ
たり、また、改めて（そうであったか）と気付かせられ
るものもあり思いはさまざまです。
　この冊子が、私たちの文化財に対する関心を一段と強
め、また大切に保存しなければとの思いを高めることが
出来れば大へん喜ばしく思います。
　このたび「新穂村の文化財」を改訂するにあたり、そ
の解説をはじめ、何かにつけてお心を寄せていただいた
多くの方々に厚くお礼申し上げます。
平成6年3月
新穂村教育委員会
　　　教育長　　渡辺　光　弥
改訂にあたって
国指定文化財
県指定文化財
村指定文化財
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銅 鐘
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所在地
所有者・管理者
国指定
重要文化財工芸品
昭和5年5月24日
新穂村大字井内138番地
神宮寺
　高さ83cm、重さ187．5kgの和鐘
で、肩の上部から下部へかけた線
がなだらかできちんとしており、
しかも窮屈でなく調っている。
　もともとこの銅鐘は羽黒山正光
寺（両津市羽吉）の所蔵であった
が、明治初年に同寺が廃寺となっ
た際、末武某が銅鐘を買い取り菩
提寺である神宮寺に寄進したもの
という。
　銅鐘の池の間に9行から成る銘
文が彫られているが、これによる
と永仁3年（1295）9月、沙弥能
主なるものが、陸奥守朝臣の御祈
薦と結縁助成及び天下法界平等利
益のために、銅匠藤原守重に鋳造
させ正光寺に奉納したものであ
る。銘文にみられる陸奥守朝臣は
幕府の連署である北条（大仏）宣
時で当時佐渡守護の職にあった。沙弥能守はあるいは加茂郷地頭渋谷氏であるかもしれな
いし、このことを銘文に残した院主信性は正光寺住職でなかったかと推測される。
　当時の世相をみるに、幕府を緊張させたいろいろな事件を治め、北条得宗の制が完成し、
また鎌倉を騒がせた日蓮も死に一遍も亡くなるといった鎌倉や佐渡におきた内憂外患がよ
うやく沈静した時期であった。しかし永仁3年には天皇の譲位問題に関わって冷泉為景佐
渡追放も取り沙汰されはじめていた。こうした時、佐渡守護大仏宣時の息災と平安の御祈
薦のための銅鐘の奉納がなされたものでなかったか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　仁）
1
新穂玉作遺跡出土品
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所在地
所有者・管理者
国指定
重要文化財考古資料
昭和53年6月15日
新穂村大字下新穂61番地3
計良由松
　弥生時代中期中葉か
ら後期の新穂玉作遺跡
A地区（小谷地遺跡）、
B地区（桂林遺跡）、C
地区（平田遣跡）、D地
区（城ノ畠遺跡）から、
計良由松が多年にわ
たって収集し分類研究
した細形管玉の製作工
程を示す資料である。
　製玉の原石は、主と
して碧玉（青玉石）と
鉄石英（赤玉石）から
なり、細形管玉製作工
程資料および角玉（四
角玉、三角玉）の製作資料の他、工具として石鋸と砥石を含む。
　細形管玉の製作工程は、第1工程原石打割、第2工程施溝、第3工程半裁、第4工程側
稜剥離、第5工程研磨、第6工程穿孔、第7工程完成となり（模式図参照）、最後の工程で
穿孔する高度の技術を示しているが、その穿孔方法はまだ解明されていない。しかし、錐
は穿孔途中の孔の形から、平頭錐か管錐が考えられ、孔壁にのこるきずから、錐が回転し
ていることが知られる。
　この技法は佐渡国仲一帯の弥生時代玉作遺跡で一定して行なわれていて、石鋸を用いて
求める大きさの四角柱状体に形割りし、側稜を押圧剥離してから研磨し、最後に穿孔する
もので、新穂技法と命名されている。
国指定された資料および点数
1．管玉類及同未製品
1．角玉及同未製品
1．玉作工具類
　　　石　　鋸
　　　砥　　石
　　　柱状砥石
424個
20個
18個
7個
14個
管
玉
製
作
工
程
模
式
図
1 2 3 4 5 6 7
工　程
原石打割 施溝 半載 側稜剥離 研磨 穿孔 完成
図　　　示
勧籔 o㎜ oo ⑫§ n〔〕 圏⑬ ⑬國
弥生時代、佐渡の玉作集団の存在と製作技法を示す資料として貴重である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計良勝範）
2　一
佐渡の人形芝居
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
国指定
重要無形民俗文化財民俗芸能
昭和52年5月17日
新穂村
新穂村人形保存会
昔は説経が三幕終わると野呂間一幕、あと説経が二幕というのが定式だった。
遣いどおしの、方言のセリフの掛合で演じられる滑稽卑俗な筋で、
の助が失敗して裸にされ、男性自身を出して小便をする場面が爆笑を誘うのである。
　浄瑠璃劇と狂言とが同時に上演されるのは、寛文頃の古い人形芝居の形式だといわれて
いるが、現在この形を残しているのは、佐渡でもこの村の「広栄座」一座だけであり、こ
の座は享保頃、須田五郎左ヱ門が上方から移入したもので、佐渡の人形芝居の第一号だと
いわれている。
　文弥人形は文弥節を地とする人形芝居である。文弥節は延宝頃、義太夫に先立って全国
に流行し、やがて義太夫節のかげに姿を消した岡本文弥の文弥節を伝えるものだといわれ
ている。したがって一種の古浄瑠璃である。
　佐渡へは享保以前に入り、代々盲人が伝えて座敷浄瑠璃として相承されたが、明治初年
文弥語りの伊藤常盤一と人形遣いの大崎屋松之助とが提携して文弥人形を興した。文弥人
形の演目には近松門左ヱ門の時代物が多く、現在の語り手は皆晴眼者である。
　以上三種の人形芝居はすべて一人遣いであり、説経、文弥ともにひぎ語りである。上演
されるのはほとんどお宮やお堂の祭りの余興としてであった。この頃は公民館の催しや観
光団に見ていただく方が多くなった。
　説経や野呂間の舞台は1メートル程の高さの腰幕一枚で高幕人形とも呼ぼれる。同じ形
式で始まった文弥は奥に簡単な組立式の御殿をもつ二重舞台に改良された。明治10年すぎ
のことであり、そのために御殿人形または上段人形と呼ばれた。
　説経、文弥の高幕人形が衰え、文弥御殿人形が繁昌した。現存するものは、説経、野呂
間の高幕人形は「広栄座」ただ1座で、文弥御殿人形は10座である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木義栄）
　佐渡には説経、野呂間、文弥と三種の
人形芝居があり、そのすべてが、昭和52
年に「佐渡の人形芝居」という名称で、
国の重要無形民俗文化財に指定された。
　説経人形は説経節にあわせて遣う人形．
だが、本来の説経物よりは、坂田の公平
などの活躍する合戦物が多く演じられ
る。その軽快な動きは、素朴な語り口と
共に、日本の人形芝居の古い形を残すも
のとして珍重されている。
　野呂間人形は説経人形の幕合狂言で、
　　　　　　　　　　　　　これは人形
　　　　　　　　さいごに主人公役の木
3
キ
区　　　分　国指定
種　　　別　特別天然記念物
指定年月日　昭和27年3月27日
所在地新穂村・両津市
所有者・管理者　新潟県
　トキは、コウノトリ目トキ科（トキ亜科）に分類され、日本の国名が、属名と種小名に
二つも採用されている学名（」吻ρoη絃η鋤02Dをもつ、一属一種の鳥である。かつては、
1ヨ本、中国、朝鮮半島、ロシア（ウスリー地方）に分布する東北アジア特産種で、寒冷多
雪地で繁殖した個体群は渡りをし、暖地で越冬した。この渡りグループが真先に姿を消し
た。現存するのは、留鳥性、漂鳥性といったあまり遠くに移動しない個体群で、日本（佐
渡）と中国（陳西省、洋県ほか）のみである。
　飛翔時の大きさは、哨の先端から足ゆびの先（尾羽先端までとほぼ同長）までの全長が、
75cm前後。翼開長は、約140cm。体重は、1700～2000　g。脚は、身体の大きさの割には短め
である。
　顔は赤色で皮膚が裸出し、脚も同色である。トキ類を特徴づける下方にカーブした長い
哨（17c皿前後）は、黒色で、先端は赤味を帯びている。羽毛は淡桃色で、部位によって濃
淡があり、特に風切羽と尾羽の色は鮮やかで、飛翔時に美しく映える。後頭部には細長い
冠毛の束をもち、顔や判との対比が見事で、気品を感じる。
　“トキ色”という、我国では珍しい鳥の名に因む色彩名（植物からの名が多い）は、ト
キの羽毛の色から呼びならされたものである。
　雌雄同色で相似し、今のところ外見からは、オスとメスの区別はできない。繁殖期には、
雌雄とも頭頸部、背面、雨覆羽の一部が、ススのような黒灰色を呈する。これは生殖羽（夏
羽）で、換羽によらないトキ固有の着色行動により、羽色変化する。頭頸部の皮膚からは
がれ落ちる黒色物質を、水浴後の濡れた羽毛にこすりつける行動の繰り返えしによって着
色される。非生殖羽（冬羽）は、通常の換羽によって抜け代る。
　水田、湿地などの水辺を主な採餌地とし、魚類、両生類、甲殻類、貝類、昆虫類など、
丸ごと飲み込める程度の大きさの動物質の餌をとる。泥中にひそむドジョウなどの餌を、
長い噛で探ってつかまえることができるので、営巣地に近い山間いの田圃は、格好の餌場
となった。足ゆびは長めでよく開き、つけ根に小さな水かきがあり、泥田や湿地での採餌
行動に有効である。水辺の鳥ではあるが泳げない。
　高木の横枝上や直幹からの枝分れの部分に営巣（巣材は小枝、コケ、落葉など）する。
一腹の卵数は、通常4卵。ふ化日数は約30日で、ふ化後から巣立ちまで50～60日を要する。
雌雄とも抱卵、育雛をし、番の絆を維持強化するのに役立つと思われる擬交尾、小枝渡し
行動などが発達している。
　平成6年1月現在、中国での野生及び飼育個体数は、40～50羽で、日本（佐渡）産の2
羽の飼育個体を合わせても、わずか50羽前後である。絶滅の危機にある本種の増殖事業は、
日中の協力体制のもと懸命に努力されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近辻宏帰）
一　4
一5一
大　日　堂
区　　　分　県指定
種　　　別　建造物
指定年月日　昭和54年3月30日
所在地新穂村大字瓜生屋1393番地
所有者・管理者　大日霊神社
　大日堂は、現在大日霊（おおひるめ）神社の拝殿となっている。建物の背面は奥社（本
殿）への昇殿口となっていて、床を一段高くするなど改造の跡がみられるが、仏堂の形態
をよく残している。この堂は延徳2年（1490）の開基（一説には大同2年ともいう）と伝
えられ、宝暦寺社帳によると享保3年（1718）に再建、棟梁大工皆川村権兵衛・新六とあ
る。構造様式、絵様彫刻などからみてもこのころの建築とみられる。寄棟造り萱葺きの寺
院宝形造りの五間堂（間口16．31m、奥行13．39m）で、小規模仏堂の典型をなし、その原
形を割合よく留めいてる。
　現在の本尊大日如来坐像は、万治3年（1660）相川禅誓寺の清眼（木食上人）自作のもの
で、未年申年生まれの人の守り本尊、妊婦安産の神、佐渡牛の守り神として島内各地の信
仰の対象とされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　仁）
6
能面翁（白色尉・黒色尉）
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
県指定
彫　刻
昭和56年3月27日
新穂村大字潟上2529番地
牛尾神社
　牛尾神社能舞台は、国仲四御能場の一
つといわれ、本格的能舞台としても島内
では屈指のものであるが、古くから能面
翁二面（白色尉・黒色尉）、一名「春日の
面」が宝物として伝えられている。
　制作時代は室町時代末期で、能面完成
期のすぐれた作品とされ、佐渡島内でも
二番目に古い由緒ある面である。
　面は、戦国時代製作の能面の諸特徴を
ふまえているといわれ、木造彩色で老相、
棉毛眉があり、額やほお、口辺に鐵をた
たみ、　　　口ひげとあごひげを表わした切あごである。
　いわゆる翁面といわれる白色尉は、上歯2本、下歯1本があり、豊かでふくらみのある
輪郭と肉附けをもって、まなじりを下げて笑う。また三番皇に使われる黒色尉は、上歯6本、
下歯5本があり、あごが張り下あごが長く尖ることや、鼻孔をふくらませ口を大きく開いて
笑う表情に特色がある。
　両面とも裏面は平滑に仕上がり、その彫法は明快で洗練度が高い。材質は両面とも桂の
木とされている。
　伝来、伝承については、いろいろな説があり定かではないが、「相川の春日神社に大久保
石見守長安が奉納した品の中に、翁面があり、それを潟上の能大夫が牛尾神社能舞台で舞
うために借用し、その後宝生流宗家本間家より牛尾神社へ寄進した」という説がいちばん
有力である。彫師（仏師）春日の打った面という説もあるが、春日神社からの面というこ
とで、一名「春日の面」ということであろう。
　また翁の面は「雨乞いの面」ともいわれ、いろいろな伝説がある。一雨乞いのため、能
太夫が加茂湖にてこの面をつけて能を舞った折り、大雨となり竜神が現われた。かろうじ
て逃げたが、つかまりそうになり、宝物であるつけていた翁面を鳥居に投げ入れた。面の
あごの損傷はその時のものである一。
　いまでも、社外に出すと雨がふるという言い伝えを守り、「雨乞い」以外は社外に出すこ
とは稀である。
　この貴重なる翁面は、昭和47年6月13日の神社創建1180年記念祭に、無形文化財保持者
の故野村蘭作氏（宝正流）がつけて奉納能「翁」を演じた以降は、社宝として保管されて
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐山眞理子）
人　形　首
区　　分県指定
種　　　別　有形民俗文化財
指定年月日　昭和34年3月4日
所在地新穂村大字瓜生屋611番地
所有者・管理者広栄座
　広栄座の所有する50個の程の人形首は、全国的に
見て、最も揃った古浄瑠璃の首だといわれている。
中でも説経人形の首6個と野呂間人形の首4個は、
特に歴史的価値を持つものとして、昭和34年に新潟
県の有形民俗文化財に指定された。
　説経人形
　御台首。乳人首ともいわれる。帝、大将などの御
台、奥方に使われる。卵形細目、上唇のつきでてい
る形は享保雛と似ていて、象徴的な美しさをもって
いる。
　神翁。古浄瑠璃のみに遣われる首で文楽にはなく、
崇高な表情をそなえて、宗教的霊験をもっ’て全曲の
大団円となるときに出現することが多い。
　般若。嫉妬の鬼と化した烈しい表情の首である。写真の首は一種異様な凄みが漂い、怨
霊の執念深さを感じさせる。
　老翁。おだやかな老相の備わった首で、その彫りの確かさに古い伝統がうかがえる。天
神記の白太夫などに遣われる。
　雷玄。魁偉な面貌である。熊野合戦の猪熊入道雷玄に遣われ、悪方の強さを表している。
　ことわり。幕開きの口上人形のことで、佐渡では「ことわり」と言っている特殊な首で
ある。古浄瑠璃の口上人形は多く三枚目系の首を使うが、この首を専用する理由は分から
ない。
　野呂間人形
　下の長者。寛文、延宝のころ江戸の和泉太夫座で、頭平たく賎しげな色青黒く「青頭」
と呼ばれる人形の首を遣ったという。べったりと青く塗られたこの首は幻想的な美しさが
ある。
　木の助。野呂間人形の花形は、愚鈍なお人好しの木の助である。この首は、今は彩色下
地の顔料を点々と残すだけで、木地が露呈して所々飴色になっている。顔の不均整からく
る間抜けの様はちょっと類がない。おかしさを巧みに表わした名作である。
　仏師。にやりと目尻に笑いの表情のある狡猪な仏師で、いかにも腹黒そうな感じを与え
る。
　お花。狂言面の乙のさらに卑俗化したもので、両頬が突起し、鼻は極端に小さく低い。
好人物で、少し足りない女が感じられる。
　文弥人形にもすぐれた首作りがいた。小木の大崎屋松之助、当村の一度照造等で、松之
助のおもん首、一度の宗清等の名作が多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木義栄）
8
新穂玉作遺跡
区　　　分　県指定
種　　　別　史　跡
指定年月日　昭和27年12月10日
所　在　地　新穂村
所有者・管理者　新穂村
　佐渡島の国仲平野には、弥生時代中期中葉から後期にかけて、主として細形の管玉を製
作する玉作遺跡が10数ヵ所点在していて、それらを総称して佐渡玉作遺跡とし、そのうち、
新穂村内にある小谷地遺跡（一名、竹ノ花遣跡、下新穂字中江尻）、桂林遺跡（上新穂字中
江尻）、平田遣跡（北方字久保木）、城ノ畠遺跡（舟下字城の内）を新穂玉作遣跡という。
小谷地遺跡を新穂玉作遺跡A地区、桂林遺跡をB地区、平田遺跡をC地区、城ノ畠遺跡を．
D地区としている。なお、新穂玉作遣跡の他の佐渡玉作遺跡は、下畑玉作遺跡、出崎遣跡、
三宮遺跡（以上畑野町）、若宮遺跡（真野町）、二反田遣跡、城ノ貝塚遺跡、藤津遺跡、新
保川東遺跡、丹下坂遺跡、鳥居ノ元遺跡（以上金井町）などがあげられている。
　新穂玉作遣跡はおよそ海抜10mぐらいの水田地帯にあり、佐渡玉作遣跡のうち、最も広
範囲で代表的な遣跡で、出土する土器は近畿地方と密接な関係をもつ櫛目文土器が主体で
あり、竹ノ花遺跡の名をとって、竹ノ花式土器と命名されている。
　玉は、ヒスイや碧玉（青玉石）や鉄石英（赤玉石）などの美しくて硬い石で作られ、勾
玉、管玉、角玉、平玉、臼玉、切子玉などの装身具であるが、宝器や祭器として祭祀にも
用いられた。
　新穂玉作遺跡をはじめとする佐渡玉作遺跡は、碧玉と鉄石英を主原石として細形管玉を
主に製作するが、その製作工程は出土遺物の分類研究から一定していて、第1工程原石打
割、第2工程施溝、第3工程半裁、第4工程側稜剥離、第5工程研磨、第6工程穿孔、第
7工程完成によって行なわれ（新穂技法）、石鋸、砥石、石針などの工具も伴出している。
　昭和13年、計良由松による新穂玉作遺跡の発見と製玉技法の研究を端緒に、そののち佐
渡国仲一帯をはじめ、越前、越後の各地に弥生時代玉作遺跡の存在が明らかとなって研究
が進展したが、なかでも佐渡島は玉作遺跡が数多く、きわめて特色的である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計良勝範）
lii瑳1・
9一
新穂城跡
区　　　分　県指定
種　　　別　史　跡
指定年月日　昭和48年3月29日
所在地新穂村大字下新穂
所有者・管理者　下新穂地区・上新穂地区
　新秘川と大野川の下流域沖積地帯にいくつかの単郭単濠の館跡が分布している。郭はほ
ぼ方形をなし、郭の縁辺には土塁の痕跡が認められ、外縁を水堀がめぐらされる。これら
は地頭の配下にあった一つの村落を代表する土豪「村殿」の館跡とみられており、14世紀
ころの成立と考えられる。戦国期末には村境に要害（山城）を築いている。
　下新穂地内に残る「新穂城跡」もこうした村殿の館跡とみられ、上新穂地内には山城を
もっている。本間備前守などの名が伝えられていることから、雑太地頭本間氏の配下にあっ
た村殿であったものであろう。天正17年（1589）の廃城である。
　郭内には郷内（通称城の内）、堀などの地名を残し、そのプランはほぼ台形を示す。城面
積およそ8．3アール、堀面積およそ7．5アールを数える。郭縁の一部に土塁の痕跡を残すが、
他の部分はドシャゲ場（土砂揚げ場）となっており、ここに土塁があったものだろう。堀
幅は20～25mで広い水濠である。郭内からは珠州焼き片が出土する。外郭北西地点には観
音堂が置かれ、郭のまわりには小門、中仙道、表、押上げ、横丁などの通りや民家が存在
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　仁）
一ユ0一
青木城跡
区　　　分　県指定
種　　　別　史　跡
指定年月日　昭和52年3月31日
所在地新穂村大字青木
所有者・管理者　斎藤権左工門ほか
　新穂川扇状地の末端部、沖積地に接する微高地上に構築された単郭単濠の村殿の館跡で
ある。郭内は「城の内」「堀」などの地名をもつ東西約80m、南北約120mのほぼ長方形プ
ラソの郭で、北・西・南の三方には土塁が残り、外側をめぐる幅10m前後の水濠も西側と
南側に残る。北側・東側の水濠は水田と変っている。水濠の水は堀底からの湧水によって
補われており、隣接する北方城や新穂城の堀の水と同じく領内水田の灌溜用水源となって
いる。灌溜用水を押さえた中世の武士のあり方を示したものといえよう。郭内南東部には
城内鎮守八幡の小祠の跡があり、外郭部には「外城」の地名がとり巻く。「中通」「古小路」
「表小路」などの通りや町屋も配されている。この館跡の西方120mほどの水田地内に「平
城」の地名がみられるが、初期の館跡であろう。15世紀前半には「青木殿」（本間姓）と呼
ばれる村殿の名が記録にみられるが、雑太地頭本間氏のもとにあった地侍であろう。戦国
期末には吉井地頭藍原氏の配下に変ったようである。郭内からは珠州焼きの壼やその破片、
染付片などが出土している。要害（山城）は新穂ダムの脇に地名を残している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　仁）
一11一
武井、熊野神社の能舞台
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
村指定
建造物
昭和48年ユ0月12日
新穂村大字武井329番地1
熊野神社
　能舞台はいつ頃建てら
れたか。
　佐渡で最初に建てられ
たのは正保2年（1645）、
相川の春日社にと言われ
ています。それから国仲
rこ広まり神事能（神社rこ
奉納する能）として定着
するようになりました。
　武井の能舞台は、社務
所にある資料によります
と、舞殿又は加具良殿の
名がでてくるのは享和3
年（1803）です。「佐渡国略記」に、「宝暦元年（1751）10月、武井村で神事能あり」とあ
ります。舞殿で演能されたということになれば、今から240年も前に舞台が在ったことにな
ります。以後数回補修の記事が出て来ます。
　明治18年（1885）、高野猪六氏が請負人となり、舞台・橋掛り等再建の詳細な記録があり
ます。
　このように舞台は、部落の人々により大切に維持されてきたのです。昭和48年10月、村
の文化財に指定された折、舞台・地謡座等の修理をしています。昭和54年、能見学桟敷（固
定式）が、部落の能楽愛好者によって備え付けられました。
　舞台は瓦葺、正面入母屋造、背面切妻造、天井に鐘穴。舞台は3間x3間の本舞台とL5
間の後座。地謡座は下屋を出しています。橋掛りは瓦葺、鏡の間は拝殿と兼用など、格式
を備えたもので、佐渡における本格的な能舞台の一つとして賞賛されています。
　伝統ある演能を尋ねて。
　この舞台での演能は、輝かしい歴史があります。前項に記したように、江戸期からの古
い記録があります。また神事能（4月3日、熊野神社の例祭）は勿論ですが、臨時の演能
もありました。
　昭和18年、37年には、世阿弥在島五百年祭、誕生六百年記念祭がありました。佐渡宝生
流宗家本間家の太夫の演能は勿論、東京宗家の演能、嚥子方がお出ています。
　このような栄ある舞台に、武井の子供達にも舞わせたいと願い、昭和52年から親、部落
民ともども指導に当り、現在に至っています。
　我が武井能舞台は、日本古典芸能が今でも生きついているのです。このことを誇りにし
て、舞台を大切に維持し、能楽に精進し、後継者の育成を願ってやみません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間島喜之）
一12一
牛尾神社の能舞台
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
村指定
建造物
昭和52年6月24日
新穂村大字潟上2529番地
牛尾神社
　牛尾神社は「天王さん」ともいわ
れ、延暦11年（792）創建の歴史ある．
社であり、境内には能舞台等の付属
建物がいくつかある。佐渡には独立
の能舞台が約30棟あるが、牛尾神社
能舞台はその中でも本格的能舞台と
いわれる三棟の内の一つである。ま
た能楽の中心となった国仲四ケ所御
能場の一つでもあり、他の三ケ所と
いうのは、佐和田町の若一王子神社、
真野町の大膳神社、畑野町の加茂神
社である。
　現在の能舞台は明治32年の火事で社殿と共に焼失後、明治34年に再建された。舞台は社
殿に向って左側に、参道に正面を向けて配置され、広い境内の中にゆったりと十分な見所
を備えている。
　屋根は瓦葺正面入母屋造りで、柱8寸、かぶら懸魚の妻飾り、また背面は寄棟造り、ニ
タ軒本繁垂木の本格的な工法をとっている。舞台の三方と舞台と後座との境上の計4本の
梁に唐草模様の彫刻がほどこしてあり、天井は樟縁天井に鐘穴がある。切戸口は大きく、
高さ3尺7寸、巾2尺3寸で、切戸口より出ると屋根のないぬれ縁があって、橋掛りにあ
る入口まで連なっており、橋掛りは5間で複式である。地謡座には擬宝珠、勾欄を用いて
いる。
　鏡の間（楽屋）は神社の社務所を兼ねているが、広さにして20畳以上を確保でき、ゆっ
たりとした控えの場を備えている。
　能舞台は先の明治18年に建てられたという、両津市の本間家能舞台を手本にしたと言わ
れるが、松や竹の絵もあり、寸法が全てにわたって十分にとられ、特に床高、開口高、橋
掛り長さ等は、佐渡の能舞台ではほぼ最大である。
　牛尾山とよぽれる加茂湖を眼前にしたうっそうとした杉木立の丘陵地にみごとな彫刻の
ある社殿と共に、格式、重厚さを備えている。
　昭和47年6月13日、牛尾神社創建1180年の記念大祭に20数年ぶりに能が奉納され、その
後毎年6月には、奉納能が「薪能」として演じられている。
　薪能としての演能の歴史も、佐渡では古いものの一つである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐山眞理子）
一13一
牛尾神社の拝殿の彫刻
区　　　分　村指定
種　　　別　彫　刻
指定年月日　昭和47年6月8日
所在地新穂村大字潟上2529番地
所有者・管理者　牛尾神社
　牛尾神社は、延暦11年（792）出雲
大社より勧請して建立した神社で大
国主命、素曳鳴命、少彦名命の三神
を祭神としている。
　人里離れた丘陵地に位置する為、
明治32年不審火により、社殿、能舞
台その他の建造物を焼失したが、明
治34年から6年の長い歳月をかけて
再建され、現在の社殿となった。
　境内地の広さはもとより、本殿、
幣殿、拝殿よりなる社殿の大きさは、
島内屈指のものである。
　通称表門よりの鳥居をくぐり、ゆ
るやかな坂の参道をあがって大鳥居に近づくころ、大鳥居を通して、社殿が正面に見える。
大鳥居からも様子がわかるほど、拝殿正面には大胆かつ細やかな彫刻が施されている。
　その拝殿（9間×4．5間）に施されている彫刻群は、明治35年から5年間をかけて彫られ
たもので、三方唐破風造という高度で鄭重な建築をはじめ、くりぽりによる立体的な彫刻
の数々等、技量はいうまでもなく、芸術性に富み、豪華なる彫刻群である。拝殿正面はむ
ろんのこと、拝殿側面、後面にまで、変化に富んだ数々の鯉、竜、その他動植物、そして
物語等が刻まれている。
　棟梁の牛尾神社氏子、潟上の関口文造をはじめ、三条の半藤逸我、新潟の長谷川吉蔵、
河原田の伊藤治作等、当時の島内外の名工多数なる力作である。
　特に関口文造の技量のすばらしさに対しては数々の逸話がある。その一つは、くり彫り
による立体的な海老虹梁の鯉を製作中、毎日近くの須田源左ヱ門家の池の大鯉を見に通っ
たが、完成したとたん、魂を抜かれたようにその鯉が死んだという。また弟子達とそれぞ
れ鯉の彫り物をしたが、文造の鯉は、いまにもこちらに泳いできそうな気配さえ見える迫
力をもっている等々である。
　彫刻は社殿内部にも部分的に施されており、天井までの高さを十分にとった社殿におい
て、より、豪華、重厚さを増している。
　使われた材木としては、樫、当槍、権等がふんだんに用いられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐山眞理子）
一ユ4一
御検地帳
区　　　分　村指定
種　　　別　古文書
指定年月日　昭和54年10月15日
所在地新穂村大字大野
所有者・管理者　大野区長
　慶長2年から同5年にかけ、佐渡では上杉氏の代官河村彦左衛門によって検地が行われ、
慶長5年（1600）検地帳が作製され、それぞれの村の中使に宛てて配布された。
　この検地は、水田のみについて行われたもので、畑や屋敷については行われていない。
検地帳の記載形式は、水田一筆ごとに、地字・本苅（従来の貢租高）・見出（この検地での
増加分）・作人が書かれている。稗については苅を用いず、升・合を用いている。100苅に
ついて8斗4升の年貢が納められることになる。
　この検地帳は、御料所分（上杉氏直轄領分）、給人分（上杉氏代官分）、寺社分に分かれ
ており、寺社領については多くの場合、取米の三分の一を寺社領（仏像に対する免税分）
として認めており、百姓は寺百姓で必ずしも一村内にいる百姓ぽかりではない。
　慶長検地帳は、現在島内に30冊ぼかり各区有文書として残されているのみで、新穂村内
では大野区有文書の中に残されているだけである。大野区有文書では「佐州大野村御検地
帳」「佐州大野村寺社領御検地帳」「佐州大野村清水寺領御検地帳」の三冊が保管されてお
り、近世最初の検地資料としてきわめて重要な古文書である。
　この後、慶安2年（1649）に石直し帳（苅高を石高に直した帳）が作製され、元禄7年
（1694）に実測による田・畑・屋敷を含めた検地が行われ、この検地帳が近世末まで通じ
ての基本的な土地台帳となり、慶長検地帳は次々と散逸していった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　仁）
A
一15一
青木、熊野神社の秋葉山石塔
区　　　分　村指定
種　　　別　有形民俗文化財
指定年月日　昭和51年2月10日
所在地新秘村大字背木744番地
所有者・管理者　熊野神社
　秋葉山信仰は、静岡県秋葉山頂にあ
る「秋葉神社（秋葉権現）」信仰から始
まり、鎮火、防火の神として、室町時
代から山伏によって全国的に広まった
と言われている。
　佐渡では、江戸後期の、文化、文政、
天保の頃火事が頻発、各村々では防火
の神として盛んに「秋葉山」の石塔が
建てられた。
　新穂村でも、各地の神社・寺院・堂
の境内或は路傍等に16基が数えられ
る。
　青木、熊野神社境内の「穐葉大擢現」
のアキは、「穐」の文字が用いられてお
り、このような古い文字で書かれてい
るのは佐渡でも希少で、新穂村ではこ
の1基だけである。
　台石を除いての高さ290cm、巾150cm、
厚さ60cm、中央の堀り込みの高さ222cm、同巾87cm、島内最大と言われている。
　文字は小木町の名刹、小比叡山蓮華峰寺の住職（後、江戸浅草の大護院住職となる。権
僧正）「宮本道本（明和4年～安政4年、1767～1857）」の書で、雄渾闊達な筆致である。
　制作は弘化4年（1847）、石工は不詳であるが、彫りの深さ、精巧さから推して、当時の
名工であったと判断される。
　中央に「穐葉大権現」、右に「仁和法王宮直院家東海」、左に「大團八十一椀翁道本謹書
匝回」とある。
　毎年9月18日が夜祭りで、かつては、盛大な夜相撲が行われ、遠く他村からも大勢の力
士や観客が集り、昼間相撲に劣らぬ賑やかさであり、又拝殿内では説教人形芝居が興行さ
れて、近在の老幼男女の観客で賑わった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（末武　勉）
一16一
田起し踊り
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所在地
所有者・管理者
村指定
民俗芸能
昭和48年6月18日
新穂村大字青木
青木田起し踊り保存会
　この踊りのおこりはいつ頃か。は
っきりとはしていないが、江戸時代
から明治の初めにかけて、盛んに唄
われ、踊られていたと言われている。
　もともとは、村の庄屋の田起し、
田植えの時、多くの手伝いの人に、
もてなしの酒食が出され、その時畦
の広場等で、唄われた労作唄に、次第
に踊りが加わったものであると言う。
　田人（タウド、トウロー）5人く
らいが、平鍬や大足を使って、田打
ちや田を踏み鳴らす所作、早乙女（サオトメ、ソウトメ）4、5人くらいが、田植えをす
る所作をして、踊ったり、唄ったりするのもである。難子には樽を用い素朴なものである。
　かつては田圃の畦で行われていたものが、今では座敷に上り、結婚式や建築の棟上げ式
等、祝宴の「けじめ」として唄われたり、踊ったりするようになった。
　田起し唄
　うれしな一　めでたや　思うたよにや一　（唄い手）　ヨーヤー　ヨーヤー　ヨーヤー
（合唱）　かのうたよ　ナエー　（唄い手）　末は鶴　（合唱）　三杯飲め（間の手）　鶴
と亀は五葉サ（唄い手）の松よ　ナエー（合唱）
　以下同じような要領で、
○咲かばしゃんと咲け　奥山つつじ
○ここの屋方の井戸掘りそめて　水も出もする
　　　　　　　　　 　　　　　明日は花見の枝折りに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子もできる
等々の歌詞を「三杯飲め」とか「しっかり頼む」等の間の手を入れて唄うのである。
　田植え唄
○しろはよいしろ　大阪の城はエンヤー（唄い手）　ソコソコ（田植えの人）
　前のにごり川　舟つなぐ　ラソ　エソヤー（唄い手）　ソコ　アソコ　ソコ　ソコ　ソ
　コ（田植えの人）
　以下同じように、
○植えてさがらしゃれ　どんどと後へ　足手からまるものはない
○ことしゃ豊年穂に穂が下る　道の小草に米がなる
　等々の歌詞で唄い、踊るのである。
祝宴のあることを、「今夜はヨヤヨヤがある」と言われるほどである。
（末武勉）
一17一
青木蝦夷ケ平古墳
区　　　分　村指定
種　　　別　史　跡
指定年月日　昭和61年10月1日
所在地新穂村大字青木1843番地
所有者・管理者　渡部秀雄
　青木蝦夷ケ平古墳は、新穂ダムに向って左側、瓜生屋の大日堂の下方で山地が平野部に
張り出した蝦夷ケ平と呼ぶ海抜約50mの台地状平坦部の南側側縁部に所在する。その側縁
ぞいには、いやケ沢という小沢が入り込んでいる。
　古墳はすでに盗掘破壊されていて全貌は明確ではないが、円墳の横穴式石室の一部が残
在し、およそ石室の奥部と思われるところで巾約110cm、石室の長さは約470cmを測る。青
木の熊野神社境内には、この石室の天井石が1個、石橋に使用するためにかつて運び出さ
れたものが保存されている。
　出土遺物は昭和48年4月、佐渡考古歴史学会が試掘したのち石室のわきから、表面はカ
ゴ目文、裏面は青海波文の甕の破片1点が収集されている。
　また、この古墳から上方（東方）へ約100mの蝦夷ケ平地内には、10個ぐらいの巨石が径
約20mぐらいの範囲に塚状になって不規則に残り、土地の人達が蝦夷の墓と言い伝えてい
るところがある。
　佐渡の古墳時代（大和時代）の古墳は、後期の円墳が約40基発見されていて、およそ7
世紀を前後するもので、真野湾の沿岸台地に最も多く、両津沿岸と国仲平野周辺は比較的
少い。また、蝦夷という名がつけられているものがよく見られるが、これは後世になって
からの呼称であり、蝦夷の墳墓ではなく、大和文化の人達の残した墳墓で、青木蝦夷ケ平
古墳も同様である。
　新穂村内の小佐渡側山間部に立地する青木蝦夷ケ平古墳の存在は、佐渡の古墳のなかで
数少ない例であるが、その背景は、他の佐渡の古墳とともに、古代佐渡のなかで究明され
なければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計良勝範）
瓢“≒ 当口、’・
一18一
大　銀杏
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
村指定
天然記念物
昭和46年10月1日
新穂村大字大野140番地
中河俊一
　　せいすいじ　「清水寺の大イチョウ」と地元で
いわれる大イチョウ。『大銀杏』と命
名され新穂村の文化財に指定されて
いる。希有の大イチョウである。樹
高26m。胸高幹周8．18m。根元幹周
10．47m。泰然と天をおおい地を圧す
　　たいじんる、、大人”の風格をもつ。先年（昭
和55年・1980頃）来島した日本植物
友の会副会長の松田修先生は、「風格
のあるみごとな大イチョウ。国指定
文化財としても充分な値うちのある
大イチョウ」と診断された。
　『佐渡郡名木抄』（昭和24年・1949）
には「新穂村大野　清水寺門前屋敷
のイチョウ　胸囲25尺（7、5m）、根
元土ぎわ根張りの周り37尺（11．1
m）」、佐渡国一番のイチョウとして
いる。佐渡奉行所編の『佐渡志』
（1816）には「銀杏　和名ちちのき
方言いちょう　実をぎんなんと言う
し」とある。
樹に雌雄あり　実を結ぶものは大野村あたりに多
　イチョウは雌雄異株。「大銀杏」は実をむすばずオス木である。メス木はデン粉をギソナ
ンにためる。オス木は栄養過剰になり幹や枝の一部にためるが、ふくれて乳房状になる。
「乳の木」となるのはメス木ではなくオス木である。「大銀杏」も多くの豊満な乳房根をも
つ。巨大幹に垂れる乳房根の風ぼうは古木である。しかし毎年新しい枝が噴き出して、若々
しい葉をつける。五月若い命がみなぎる。夏の炎天下に幾万の葉が繁り壮年の命がみなぎ
る。秋の黄葉。秋光に光り、秋陽に輝く何千何万の黄金葉。黄金葉にはゆきついたものの
輝きがある。
　イチョウは中国原産。佛教伝来（大和時代・538年）とともに渡来したという。寺院に植
えられたイチョウ。人々は天に輝く黄炎の樹冠を仰ぎ、そこに新しい世界をみたにちがい
ない。そこには黄金の光放つ、黄金佛の曼茶羅の世界がある。道をはさんで清水寺がある。
寺の救世殿の前にそそりたつ大銀杏。救世殿に立つたびに大銀杏の放つメッセージに耳を
かたむける。
　　　　　　　　　さよみず　のちの世を願う心は清水の底まで月の澄みわたるなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤邦男）
一19一
安　産　杉
区　　　分　村指定
種　　　別　天然記念物
指定年月日　昭和47年6月8日
所在地新穂村大字潟上2529番地
所有者・管理者　牛尾神社
　牛尾神社拝殿の真向いに聾え立っ
スギの神木。『安産杉』と呼ばれるこ
の大杉は、村指定の天然記念物であ
る。明治32年（1899）の火災のあと
の再建であるが、『牛尾神社の拝殿の
彫刻』も、『牛尾神社の能舞台』も村
指定の文化財。室町末期作の『能面
翁』は県指定文化財。
　御神木なるが故に火災からまぬが
れたのであろう。亭々と聾え立つ『安
産杉』は、樹高30m、胸高幹周6．7m。
四人抱えの大杉である。
　『佐渡郡名木抄』（昭和24年・1949）
には、「天王さんの胎（はらみ）杉」
の名で「初産婦女子がこの木を抱え
ると安産すると申されて居ります
が、御利益は経験者でなけれぽわか
りません。医学の発達した今日とい
えども、初産婦はよろしく神霊にす
がり、安産を得ることが大切でありましょう」と、紹介される。『新穂村の文化財』（1979）
には、「安産杉、一名孕杉（はらみすぎ）。古来、子授け、安産の杉として名高い。この大
杉を抱えたり、樹皮を煎じてのんだりして、子授けや安産を祈る風習がある」とのべられ
る。
　スギは日本特産種。温暖湿潤な日本の風土に適しよく成長し巨木となる。佐渡もまた名
うてのスギの天然林のよく育つ巨木の島である。まっすぐに育つ木。真（すくづになる木
（き）の真木（すぐき）がスギの名の由来。
　小佐渡の下川茂の五所神社裏の大杉山は、かつて天然杉の巨木の林立する森であった。
現存する「太郎杉」と呼ばれる杉の切株は長径3間、短径2間のスギの巨木で、樹齢2000
年余と推定される。この島には天然杉の巨木が多い。そして人々はこれを御神木としてあ
がめている。
　巨木の杉に宿る壮大な生命。偉大なる樹霊。
　安産杉を抱く。杉の生命がヒトの生命に感応する。新しい生命を蘇らせる。宿る樹霊が
人間の霊魂を励起させる。司馬遼太郎はいう。「人間の暮らしから樹霊との連れ添いの心を
失ったとき、人の心は荒涼としてくることに気づいて、おびえるような気持ちでいる」と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤邦男）
一20一
とのさま杉
区　　　分
種　　　別
指定年月日
所　在　地
所有者・管理者
村指定
天然記念物
昭和47年6月8日
新穂村大字青木1167番地
斎藤　義夫
　『とのさま杉』は新穂村の文化財・
天然記念物指定のスギの巨木であ
る。「青木のとのさま杉」、「青木殿
杉」、「上大門杉」とも呼ばれる。南
線の新穂の青木停留所より山側に
500m、青木集落のはずれにある。
　樹高18m、幹周4．28m、三人抱え
の大杉である。「とのさま」と冠され
るとおり風格ある大杉。樹容はとと
のったピラミッド型で、その遠望は
美しい。
　根元に青木の殿様の墓と伝えられ
る墓石の一基がある。所有者は斎藤
権左ヱ門家。明治の末頃、区民が伐
採しようとしたものを斎藤家の当主
富蔵氏が5円で買い取ったもの。斎
藤氏は、青木城の四家老の一人。青
木には今も青木城跡（県指定・史跡）
が残されている。中世の地頭の青木
燕ぺ三ぷ・1烹“こ，瀬’べ，．バ三ミ・．二で声ぷ
繕蓮惑灘難鍵婆嚢難茎難藁
殿は本間季高が城主になる（室町時代）や、その勢威は強大となり青木郷を支配した。当
時の青木郷は、島から瓜生屋を含んで国見山（629m）に達する広く長い郷であった。広大
な領地と膨大な山林を所有し、飛郷の前浜、大川をも支配し、新穂城主を凌いで国仲地方
に君臨したという。天正17年（1589）、上杉景勝の佐渡攻めによって、佐渡の地頭や村殿達
は滅亡した。今は、青木殿は「とのさま杉」の根元に墓石一基を残すだけである。
　この「とのさま杉」は植えられたものではない。天然杉のレリック（遣存種・生残り）
である。
　元禄7年（1694）の元禄検地によれば、当時、山は樹種によって、松林、雑木山、柴山、
薪山、竹林の五つに大別されていた。佐渡奉行所直轄林である御林（おはやし）も多くあっ
た。「松御林」といってもスギ、アカマツの林。明和6年（1769）の新穂村御林（面積22ha）
のスギ本数は5万2510本。アカマツは1200本。5万本をこす天然杉の巨木の原生林である。
このような御林は新穂以外に、正明寺、田野沢、潟上の山にもあった。
　「とのさま杉」、「安産杉」、「しだれ杉」と天然杉の巨木の現存する新穂村。スギの巨木
林の育つ自然風土。自然風土だけでない巨木の美林を育てた村でもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤邦男）
一21一
しだれ杉
区　　　分　村指定
種　　　別　天然記念物
指定年月日　昭和47年6月8日
所在地新穂村大字田野沢383番地
所有者・管理者　菩薩寺
　田野沢村。現、新穂村大字田野沢。
小河川の沢水を使って、沢あいを開
いて百姓の定着した村である。潟上
の天王下より潟上湯の沢方向へ約
2．4km、田野沢集落の中央に菩薩寺が
ある。この寺の建つ段丘面は広く美
田が広がり家々が点在するのどかな
農村である。
　広い段丘の水田地帯に、菩薩寺の
森だけがこんもりと遠望される。村
の天然記念物に指定される菩薩寺の
『しだれ杉』の森。
　この菩薩寺（真言宗）は観音堂を
もっていた。この寺が真言宗になる
以前の本尊である聖観世音を納めて
あった。この観世音は中世、室町時
代のもの。この地域にも観音信仰が
古くからゆき渡っていた。
　境内の入口に亭々とそびえ立ち森
となっているのが「しだれ杉」、三本の大杉である。以前は「観音杉」とよばれた。
　『佐渡郡名木抄』（昭和24年・1949）によれば「所在は菩薩寺観音堂境内。樹齢300年。
胸高幹周13尺（3．9m）。樹高48尺（14．4m）。沿革　観音開祖以来の名木としてこの杉は一
名“針百杉”とも称され、非常にヤニが強く、燃やすと目に大変しむものです。伝説に曰
く。此の枝葉を燃やすと目つぶれると申されているのもむべなるかな」と記される。
　青木の川上三吉編著の『新穂村の名木・巨木・珍木』（1991）には「三本あり。幹周5．2
m・5．1m・4．7m。枝が下に垂れている特異なもの。巨木たるや勿論のこと。樹齢1000年」
と記される。
　十八世紀のはじめ宝永のころ（1711）、新穂北方の山王薬師堂の僧によってはじめられた
、’ｲ渡観音巡礼三十三ケ所”、この田野沢の菩薩寺は二十六番の札所。
　田の沢や杉の葉こしに海みえて　かすみてつづくあまのはしだて
　巡礼歌に歌われる観音杉。三本中最大のものは樹高28m、胸高幹周4．95m、根元幹周5．6
mo
　二百八十年経ったいま、観音堂の老杉の森に流れる巡礼歌は聞こえない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤　邦男）
一22一
新穂村文化財一覧表
番号 区分 種　　別 名　　　称 員数 指定年月日 所在地 所有者・管理者 頁
0国 工芸品 銅鐘 1口 昭5．5．24井　内 神宮寺 1
② 国 考古資料 新穂玉作遣跡o土品 483箇昭53．6．15下新穂 計良由松 2
③ 国 民俗芸能 佐渡の人形芝居 昭52．5．17瓜生屋 新穂村人形保存会 3
④ 国 特別天然記念物 ト　キ 昭27．3．27長　畝 新潟県 4
⑤ 県 建造物 大日堂 1棟 昭54．3．30瓜生屋 大日霊神社 6
⑥ 県 彫　刻 能面翁（白色尉・武F尉） 各1面昭56．3．27潟上 牛尾神社 7
⑦ 県 有形民俗文化財 人形首 10個昭34．3．4瓜生屋 広栄座 8
⑧ 県 史跡 新穂玉作遺跡 昭27．12．10下新穂ほか 新穂村 9
0県 史跡 新穂城跡 昭48．3．29下新穂 下新穂地区・上新苒n区 10
⑩ 県 史跡 青木城跡 昭52．3．31青木 斎藤権左ヱ門ほか 11
0村 建造物 武井、熊野神社の¥舞台 1棟 昭48．10．12武　井 熊野神社 12
⑫ 村 建造物 牛尾神社の能舞台 1棟 昭52．6．24潟　上 牛尾神社 13
⑬ 村 彫　刻 牛尾神社の拝殿の､刻 1群 昭47．6．8潟上 牛尾神社 14
⑭ 村 古文書 御検地帳 3冊 昭54．10．15大　野 大野区長 15
● 村 有形民俗文化財 青木、熊野神社のH葉山石塔 1基 昭51．2．10青木 熊野神社 16
Φ 村 民俗芸能 田起し踊り 昭48．6．18青木 田起し踊り保存会 17
⑰ 村 史跡 青木蝦夷ヶ平古墳 昭61．10．1青木 渡部秀雄 18
⑯ 村 天然記念物 大銀杏 昭46．10．1大　野 中河俊一 19
⑨ 村 天然記念物 安産杉 昭47．6．8潟　上 牛尾神社 20
⑳ 村 天然記念物 とのさま杉 昭47．6．8青木 斎藤義夫 21
⑩ 村 天然記念物 しだれ杉 昭47．6．8田野沢 菩薩寺 22
注）次頁の「新穂村文化財分布地図」では、指定文化財の位置を本表の番号で示してあります。
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○　「新穂村の文化財（改訂版）」執筆者
　　　　　　　　　　　　　　　　（略敬称・五十音順）
伊藤邦男　計良勝範　佐々木義栄　佐山眞理子
末武　勉　近辻宏帰　間島喜之　山本　仁
深く感謝致します。
o　新穂村は、潟上の「源田平・湖鏡庵」、大野の「出口・
矢田ヶ瀬・柵田」、上新穂等の縄文遺跡、小谷地・桂林・
平田・城ノ鼻等の玉作遺跡、村内殆ど全域にわたる、石
器、土器、土師や須恵器の遺跡、城や館趾等、青木の蝦
夷ケ平古墳、新穂（滝沢）銀山趾等々石器、縄文、弥生
の時代から人々が生活していた邑里であって文化財も亦
多い。
　その中で、ここにとり挙げた文化財は、国・県・村の
指定したものだけで、この外にまだまだ埋もれているも
のが多く、今後に大きな夢を持っています。
　小冊子ながら本書が文化財保護意識高揚の端緒になっ
てくれることを願っています。
なお、ご意見、お気付の点は「文化財調査審議会」の事
務局（歴史民俗資料館）までご連絡してください。
新穂村歴史民俗資料館　館長　末武　勉
新穂村の文化財
発行日／平成6年3月30日
編集／新穂村教育委員会
発行／新穂村教育委員会
　　　〒952－01　新潟県佐渡郡新穂村大字瓜生屋501
　　　TEL　O259－22－2170
印刷／㈱第一印刷所
　　　〒950　新潟県新潟市和合町2－4－18
　　　TEL　O25－285－7161

㌔
9 　o、⑱、・ ㌔
“●o
評・
ち
♂°
s
、‘■・
％
、、“．
／
／
位■図
羽1㌃田
二鷲一＼．・o
寸・
・
．’
両
kこ
　，＼金
」
i・黙＼s》いき
、
　＼＼　＼　　　＼
　＼
　　＼　x　●＼＼　　　、　　、　＼蝋
’・
_1
、
　　、＼
　“主㌔認ご
肩●
ζ
7、
　　　蛤、、θsら
、1　　、
　　2謬、
　＼、
ム、
、
＼へ ＄
　、“
莞　　。
ノペ
’
’　 ∠
｛　　，＼
　～
　　　　　　　　、ら
　　　　　　　　←w　　　 、　　　　　　　　　　シψ＼耀5霧
　　　　　吋、　 Q～　　 甲　　　　　　、～　　　　　　　　　　A
　’
ノ
之
7、
鷺鍵弍
“惑’｝ ﾜ難鎌，
　’Lべ　　，纏
の
L、に一
ノ×
ノ
〆
＼亘ざ雛
＾も？　　 ＼＼
　　　　＼　　 ‘
へく、
　＼
v〆＼へ／、
㌔活　　”！
c　　／　　±　　　ト
　　　　い、縄響・、’
、一　　　 レ　　　，’　　
　句’，
一北
　「　／〃／
　「　　，　㍉テ●
獅／
ノ
’　ン〆
差
1！
‖一一
　　　　！，／ノ∫／差／／　’　　　 〆
／
♪・
　e
●ン
‘＿←
∨ノ　／、
、　 ∀　ト
∨　　　’
　　、
、　チ　　　㌧
へ　　　　ふ・慈。蕊～
　　∀　∨　　　　　　　ぶ▲、
、　コ、
、　　∨　♪“
ン、．・
　　“、、
↓一ノw
／
’
1
＿レ
．　　」、　　∨
’
　　　v“
耀｝マ
冶　’∀
〆、　　　沙
レレ‘民　、
　ゐ・？｝　・　）
　　　津へ⊃　≠
　　、　　　　“　　　入　　　ん　“　　い　 、
ノ　、　・”・・’　、
　　　　》　　▼　　　　　　　　　　 、　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　 、ρ・．““、・・　’
s　　　　　　 炎　　　　　、　　　曽　　　ふ
　　　　　〉　　　　　　　　　　、
，
、
、　　　、
　㌢　、
甲 　　 ず、　 　　　　　　、、
　　　　　　》　　　∀　　　　＞w　　　　　　　～　　　、シ　　　　　“、　　●　　、ヒ　　　　　　　、　　　　㎞　　　　〉♂　 》
’・R・繊
　r、、．ず @ 　w
一’
／ぐ　．》
　悲　 ／’ D×ゴrN｝之ぷ
一
’
∠
〆
1
三蝋
ノ！・
A ／
　デ’霧
／づ
　　　野／　メ　　’　　ノ
’ミ馴
　　・1
　μ　　　　　　　　　‘　　　　ぶ｛
／
ノ究
！
∨ら
∀〆〆＼ ^
・晃・7㌶
、　〆8
’
／ 、
・溺’
　、ヰ■　 〉　 、
・’ A㌧ E・ @い・’
　　　　　，♂
　　　　粥
熟謬
A－ @▲、∨
λ、
、
ノ％．
／／
／凝。・
〆騨　　　　．祈
　　　／
　　’
／
原
！　■
ヂ　　　　　　　　 ド謬　／
　　　／／
〉
、
Σ
！
ア
∨’
、
、
×
／
’
ン
’
　　　ノ揚〃　，　’
　　　　　　　　
巳 z
ノ
　　‘　〃一　　、
　、
　　　、　　淘N　、
　　　忠、、
　ク　　　　　　㌔’　ン亀
　　　　」　　　ノ
　　　、町
　　〆　　　 〆
　　　　　ジ㌻　　 ア
マノ
　　／㊦
．／ @＼
、
煮
ン
ヨ
　　　プ　ン　つ
　／　　　　　　　　　　　　z　　　　　　／ンメ　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　ン　　　　〆　　　　　　　　／
、
、●t’
ち
r
新 穂 村、遣 卸
ち “■o
セ
津 市
〈
、
叙
！
ノ
1騨
、　一ヘ
ノ
〆
’　1＞1・
ゾ　　’
八　　〔
巨泌
）
ザ・へ⑳｝（
●
虎
口
〆、，懸’
誕．
婁縢・，
7
蕩魏
遵’
べ
、
A　　　 5
i
　　　／　　　’　　、・ 」”．．ノ叫づ菖懸懸
　　　ノ　〆’醸
　　！㌘
～勲
綬，…楠
　、ノ！
“”／
↓
び／
’　多　イ
　’鰐
z
一．2一
霞議庚
・磯
亀　　　さ＼ノo〆＼　　　　　　　’
認．
ζ，’
ピ
、
　　忠識
i
｛
1
　　　蕗
ア　　　　　　 ジ　　2rグ　　　 ，
　　　「
　、守纏ビ
7「 ﾑ島
）∠＼”
ゴ汀＼《
｛【sz　　、　　　　一∫〆
’　　，　L　　　＼ふ　r
s
“　、
’
1∠4㌧プ　％
∠
〔
ノ
｝
“灘
」 溢r隠∫
靭
・雛汽灘．
　　　　　　　‘　　　≠　’　　 〆　1　　㎡’　　 　灘・／ 鱈，
、 ・鰯、1
　　　　　　　、
≒
芯
∠〆、ノ土
’白㎡・ 叉び
論嶽
第
宮
〆
ぜ畿』）謬せ
〆雑
’露
F蹴。
込～鵜　、L
　亀戸
A㌔
’　，
’
’
マ　　」
　　　」　　、　ぞ
　　　》甲　　　9壇
ノ
／ β／ @ ／，／
　　　　　　　　　’　　”　　’　¢’　　　，　　　　　　　　　／　　　’
的ト
　　　Fの”／　　’　　　　　　　　グ”　勇　　 　　 ‘
へ
「」　　‘
，
　＼”，7　’
．vPり，　　　　　／、
、
ケ
〆
’
z●
3∪！　〆
’
　　ラト
　dびガ1〆
　7
　’，
　η
，ジ
経。一／鵬ρ
・　惑
蟻轟2
ン
一ト藩
S　　l
’　へ
、　 メ
砺
’
　ぎ∪＼、
　㌔　」し
　r　11
本
以」
ゴ
　皇
をコ
○　　A　　　●　ンヘテ
　’’
1㌧ユ
レ／
瞭
ピ，’■●
s
’村
〆
〆
r’
、
、　「
’
　　ρ
　’
　’
／、
／，
為
特
“プ↓
　　　’一　 シ
　　ち
　ナ
　　苧’
　、／（西｝・」べ　氾’
　　‘　、　’
バ　♪　　’’／Aζ，，ハ
　　　己沈
／
ぎ
’
’
ン　　 ’　　，
辿
　　’v匂
　　イぽ・∨・　・　　　　　　　　　　　、　　　ユ　　　　　　　　レ　　　　　　　、　　　　 、、　 ，　　　　，　　　　　　　　　　　、v∨　　　　“
　　　　野　　　 パ　　　　㌧　　　、、　、〉　　　、
　　　　　　　　　A　、
、、 @　　　　　　　　ひ〉㍗
　　　　　．・　・　sご
、　　λ
∨
／
、．
、
、
　　　、ビ
　、、
　、　　　　×、
，　　　　　　、
♪　　　ふ
｝、
＼　　　“　’　s、 、 ．、叱
A
、s～　叉
7
恒声
／
ノ，
a
、　　　　、
乙宮 　　竺蓼』
　゜獣
昏．T
’で〆タ’°“胆
　　　　偲勇ノ
、
パ〉
zジ3
、〆
〆1
z！
、
へ
へ
／
“
“
、
≠” 己’°
・！
、
ま
一，’
、
、
毅，、
縛、
螺
　”琴　　　　1プ　 8
製’
’
ク
、
〉
s
志
，　　 冷’　曲貧ン ’
）｝r
　　　　　　　　　　’ロ’　　　　　　　　　　　　　　’プ　　　　　　　　　　　　，・　二封　　　　　　　　　　　　　、o　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　’　s　　　　’　　　　　　　，　　　〆　　　　　　 ／　 ／r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’
’
’3　㊦
蚕「
く瀕．、＼
■　　　◇
　、　　鯵’　　　s
♪
、
、
、
、
／
r
プ
，田岬2、”
ぬ＾鵠贈
’　　」W
　　　’、や　、
　　’、
’　 ，
　　大
’ B
4
z
、
　ン↓　　，
　　L、
‡
2　－
＄
’
’
〆
，フ
’鰭モ
．
、
く蹴．、・
腿呈・
　　　～ρ
宵曳’ξΣ
守
’
目　 地
’
●
ハ、
’．　cl　　　、
㌔
■
9
’
〆イ
／
上★
　司
うラバ　　へ
’　／　ノ，、
’
・透袴、パ湊
プ 灘環
’　しz　　　　ぐs「ノ「 ピ
ノ
薮
’嫌㊨一す
ゑ
口F7
、
”
へ獣 x
　　　　s
　　　　　「　㊦
㊦≧、
v、
s　’
・x
月oi　　ぺ　＼　　　　　 ’
　　　　卜　　論
ち
！
’
「
ン
ヤ，う　が
’
　　　　　　！、　子 ！司
　　　　／
．，興 @
ヂ
’
／
L
《三　　’湯句
記
／，
P　＿
、
筆
灘藁 ノ よ
」　 ソ／
鵡撚rv㌶
意恒’
騒がΣ．
≡　　　ソ酬　、
、
1　7、 ’、
　一ぺ〆
’　　ひ
　’　 ←
ノ
」る
マノ
ふ　　s
　ダ　’
　専一7
貝”江〆’、ワ
ぷ
培、、
、
坊，
　3←〆　　　　一
’
’、・瀬
窪、
‖
ζ‘
n
rタ
㌧
膏
奨
、　一ひ～
　　蝿一　　〉 彩
／
宅 ・．w、’ ち ち
、、．
穂 村 、旦』思 跡 分 布 地 図
、 令・“・ ち 〉 ““ ㌔ も
．、●．・
Xx巳
騒・
、ぞ
’） D　㌶、2
∋　　　、・→〆　　イ　、
嬬．
　巨’～
」7s
／ ⇔
w　く
訟、
巴
銭＾
ふr♪∨s
’
／
／
グ
、
・）’
五
ド3
’
．顯’§
　　　・　　w
、ら
’　　〆、
≒ζ
ii
、
ノ、
、
芹
」’お
，　　　　」
鐵一　　゜　、’Is
’〆
穴纈
〔『
纏
♂
i
〆　　σ
、
＼
．、C、　ミ覧　　　・方）
♂弓
彩
ノ
　　／／
　∫
ら　　　ばエよ
議・
a、
彩
又
ア ’
〉
　　蕪き
　　　　、懸
　　　　　ボ’
．≠慾．き
、Y　嶋
．，　　／
§　さミ笥リベト
　　　　　　　　　　　　　ぶこ㌘’　　　　　　　　　　　　　　｝r　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　／』へ
　　　　　　ざ
鑛
　　　　　　　ヤ　　　　　P’　　、　　こ　　　　　　’ぷ＾
　　　　　、　　　　　　　占
　　　　　△
｝「．
／，／
シ
庖，’
師　　σ
〆／㌧
紗，　’
　治’を
　‘
　誓
r’
工z
　　　　　　リ　ソ
　　　　　ドノ　 　 　　　　　　　　　　　　　¢
戊≠
／
】
凪　　口
’髪
．…
　■
1
”
懸
墾
　　，　　＼、
　、
1
纂灘1
冨　　　　　　士　　‘亮卍’
　＞t　　　o
　、
顕懸
　　　　、｛ノ
子
’
’
ノイ
＼
！’
’〆
’
・　　’唇惚・」　　’
’　　8　　ピ
．～s狸
　　’
‘q’
　t
，べ　　〆
’
義
鎧
鍵．謎
　　　　‘　”
濃杉鱒，
巳ふ・
へ“＼’
”　　、　’　r
、於樟陛灘一⑫纒鮫’
》．
　　　　　　、　　　　　　　’　、
惑
　　ざ　　　災忌
　、弓
　　　　　　纏麹
嚇麺ζ竣謬
…⑳凝珍ミ
’”，
　嶽・
’％
　　し難
1　　＞　　　，
・、
’箆歴
≡s
■
、
　ヘ　　　　　　　　　　　　ヘ
ソ　”とク・
＼9
　　㌧　　’　r　　　／　揃　．　　イiz
　　　ノ，萢　．，
　　／z
、
，　　　　膨
．！5
》　　　　　　！∀
　　　　　、w
　　　　　　　竃
　　　　ン　　　グ　　　　　　　　　　ろ，iN　駐　汚ン
陪幻
⊇
蘂瓢　。
《　　　　↓　　　　船
膨
縫㍉　　びミ　ミw継…詔黍ii§
慕総ざ罐〆・’雛
　　　zプ
宇
ト
い
，　　　　　　　　’
γ　，，
上★
ン熱 ミ灘、膓ζ。
　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
」　　”／ソ1　　　、講　　’
　　　　　ビ　　　　シ　　　　　　　　ベ’　∀’イ1／、／　　　琴
　’ブ　　　　‘　　　／
　　　　軸
織、ρ’ζ＼
悉嚢ぽ
ゲ鵜
　　　rアロロ
　　．（
．遮　　灘灘
’灘一
把
lvて
　ビ　　　　　　　へ
竃ξ
　　1　　　，
，　　〃
1
A　　　’
ぷ
堤 ’
7〃
〆
ノ
／
・
’
つ
》
　　　　遥，、後　ノ
．　蓬護漂象
（
‖
夕　、
雇
ρ
‘　　　　　’
　　．2
，イ
繋懸、
羅。涙
　　　　　　馨
　　　　∠　　だ
　　　　　鰭’z
　　　　仔心　　　（
　　　　　　ヱぶ≡
懸
、参　’
ノ
隷
s
、、還
桓百外
ムエ
‖’翻』　＼
鐵
一1灘　　　　＿　s而一 ○惑
番号 種　別 名　　称 所　在　地 時　代
① 遺物　含地 湖縮遺跡 大字混上小宇梅ケ久保1661 縄（中後）
② 1〃 垣！内遣跡 大字大野小字垣ノ内1004他 〃
③ グ 矢田ケ瀬遺跡 大字大野827！1 〃
④ 〃 上新穂遺跡 大字上新穂 克（後）
⑤ 1〃 棚田遺跡 大字大野773 〃
⑥ レ 源太平遺跡 大字潟上小宇源太平2071番地他 〃
⑦ レ 柳沢切落遺跡 大与潟上甲2381 〃
⑧ 〃 伝吉柳沢遺跡 大宇潟上2381 〃
⑨ 〃 島崎遺跡 大字潟上2141／2～2141／5弥（後）古
⑩ 玉　遺跡 小谷地遺跡 大字下新穂小字中江尻618／2番地他 弥（後初）
⑪ 〃 桂林遺跡 大子上新穂小字中江尻822／2・823／1他〃
⑫ 〃 平田遺跡 大字北方小字久保木971他 〃
⑬ 〃 城ノ畠遺跡 大字舟下小字城ノ内392他 〃
⑭ 遺物 含地 島阿弥陀堂 大字長畝 古
⑮ 〃 島十二権現遺跡 大字艮畝284S 〃
⑯ 〃 舟下沖やしき 大字舟下 〃
⑰ 〃 白山神社付近 大宇舟下小宇白山浦 〃
⑱ 〃 塚田遺跡 大字北方小●塚田 〃
⑲ 〃 小田原遺跡 大字北方小字中ノ尾 〃
⑳ 1〃 ロケ坪遺跡 大字北方小字ロケ坪 〃
⑪ 〃 醤楽屋敷遺跡 大宇上新穂667／2他 〃
◎ ・古墳 蝦夷ケ平古墳 大寺青木字蝦夷ケ平1843 〃
⑳ 遺物包含地 川原遺跡 大字北方小字川原479他 奈
⑳ 1” 田中屋敷遺跡 大字武井 〃
⑮ 〃 野田遺跡 大字青木小写野田730他 鎌
㊧ 館 青木城跡 大字青木小字城ノ内掘382～386他 〃
⑰ 〃 武井城跡 大写武井小字掘城丸城6－8 〃
⑳ 〃 新那城跡 大字下新穂小等郷内165～178@城ノヒ815～817 〃
⑳ 1” 北方城跡 大字北力小弓城ノ内528～566 〃
⑳ 〃 大野城跡 灼大野1070～1079垣ノ内外娯墳ノF〃
⑳ 1” 皆川娯跡 大字皆川小字城の内20～26 室
⑪ i〃 谷塚城跡 大写長畝小字城の内2639 〃
⑬ 〃 二方潟城跡 大写長畝宇仲川M42他 〃
⑳ 〃 井内本城跡 大字井内小字本城 〃
㊨ ｛〃 タ1内野城跡 大等タ1内小字野城122／t11他 〃
⑳
｛〃
新穂山城跡 大字上新穂城ノ下21f～218P106～1107 〃
⑳ ［〃 北方山城跡 大宇北方小写蛭河内 〃
⑫ 叫城 瓜生屋城跡 大●瓜蛆d、弓ニノ城1027～1049 〃
⑲ 1形 舟下城跡 大等舟下小字城ノ内397～403 〃
⑩ 〃 潟上城跡 大宇潟上小字城ノ上1429～1411P531～1547 室縄
㊨ 寺産敷跡 滑水寺下屋敷跡 大字大野小宇下屋敷138 室
＠ 経塚 赤坂経塚 大字正朋寺小字訪、塚127 〃
⑬ 劇1跡 新秘銀山跡 大字〔大野川上流右沢左沢） 〃
⑭ 窯跡 八王子金太郎旅跡 大字瓜生屋小弓八王子1556 江
⑮ 　　1笊ｨ芭含地 上野良遺跡 大等長畝字ヒ内巻1721番地 奈良末@一平安
⑯ 〃 野方遺跡 大等大野565弓他 平，
＠ 「〃 中ノ内遺跡 大字北力726－1他 平
＠ 1” 蔵王遺跡 大字F新穂431弓他 奈・平ｩ・室
⑲ 〃 河原遺跡 大字北方504－2他 平
⑩ 〃 西島遺跡 大字長畝2861－1他 奈・平
⑪ 家 中川の塚 大字艮畝M52他
◎ 遺物邑含地 下野遺跡 大呼長畝1280他 奈・平
⑬ 〃 下藤野遺跡 大字瓜生屋5201他 奈・平
⑭ 古墳？ 宮添遣跡 大●潟ヒ2529他 占
◎ 塚 下野田の塚 大写正明寺101－2他
⑭ 遺物琶含地 北出ロ遺跡 大字瓜生屋867－1他 奈・平
◎ 〃 上小堰遺跡 大字瓜生屋335－2他 奈・平9遺物包含地 長新田遺跡 大字瓜生屋仙4他 奈・平
⑲ 塚 野桑の塚群 大字武井407他
⑩ 城 大野山城跡 大字大野2057他 中世
　ゾ　　　　ユ
ヨ剖
弐1
－　　　1
〆　一／1
　’～～1
＿ミ＿
　rヨ
～，　1
　’
プー．…
巡
ぷ」W　l
鋤「／
灘羅灘，翁〆
ミ’．
川 ’・
慧
　　へ繋
　　　イベ　り
藤・．
灘き
嚢＼鷲≦
ち 、 ．⑮w・ 、
㌦
、●，
